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Abstract:  Many  people  have carl･ied  out researches on  "Butterflies in Geihoku.cho"  and  made various

reports on theil･ collections A survey on the status of butterflies in Geihoku-cho was made from l991 to
1993 to investigate what happened to the fauna. Out of the lOO species of butterflies recorded  in past
rel)orts, 85 are recognized to be still pl･esent. In addition, 4 more species are listed for the first time.

は じ め に

芸北町の蝶については，これまで，県内外の研究者や，多くの同好者，学生，生徒，児童のグループに
よって調査・研究が行われてきた．そして，その成果は，それぞれが所属する会や学校の「研究報告書」
や「同好会誌｣，あるいは「科学研究発表」などで報告されている．しかし，中には確認されてから，数
十年を経過するものもあるため，現状とはチョウ相も，生息地も異なることが予想された．
そこで，今回の調査では，先ず，既報の文献資料等から芸北町関係分を抽出し，それに筆者の未発表記
録を加えて，1990年時点におけるおよそのチョウ相を把握することに努めると共に，野外においても予備
調査から始め，記録地や蝶の再確認に力を注いだ．
その結果，1995年9月までに得られた知見を報告する．なお，図版の説明および本文中のデータに採集
者名や目繋者名を付記していないものは，すべて宮川による記録である．また，採集データの記述は初期
の頃（初記録を含む）と，最近のものとに限定した．種の配列は，環境庁編（1988）『第3回自然環境保
全基礎調査動植物分布調査報告書』によった．
また，学名と和名は，藤岡（1975）に従った．
稿を進めるにあたり，長年御指導を賜わっている九州大学名誉教授白水隆博士に御礼を申しあげる
と共に、1964年以降採集・調査に協力していただいた地元の皆さんに対し，心から感謝申し上げる．

調 査 地 の 概 要
芸北町の一部は、西中国山地国定公園内にあり，中国山地の脊梁部にあたる．集落は，標高600～800 m
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の高原にあり，その周辺には，西日本では少ないブナやミズナラなどの落葉広葉樹林が残る阿佐山・臥竜
山など1000 m級の山々が連なり，その間には大小の渓谷や湿地も見られる．芸北町は，地勢的にも，山，
谷，乾・湿草原と変化に富み，しかも，植生の豊かなこと等もあって「西日本の好採集地」として，全国
的に名を知られているが，近年は生息環境の激変・消滅や採集圧など，種々な原因で個体数が減少し，か
つての「蝶の宝庫」といった面影が薄れてきた．そこで，これ以上減少することに歯止めをかける一つの
試みとして，産地は旧村名と記号にした．但し，希少種は旧村名も省略した．

調 査 期 間

1990年は予備調査を実施した．1991～1993年までの3年間は芸北

町自然学術調査を実施した．1994～1995年は「西中国山地自然史研
究会」の一員として調査を継続した．調査回数は表1に示した．

調 査 方 法

1990年の予備調査の結果，チョウの発生状況が把握できたので，その状況に応じて調査時期を決定した

できるだけ町内全域くまなく調査するために，車の入れる所は車で，入れない所は徒歩で，片道約500 m
を一単位とし，目撃した種について記録した．その際，個体数が減少傾向にあるチョウや，希少種につい
ては採集をせず、記録と写真撮影にとどめた．

調 査 結 果

表2は芸北町におけるチョウの昔と今とをまとめたものである．再確認種を91種，未確認種を13種，新
たに芸北町で確認された種は3種であった．

現存している94種の中にも，このまま生息環境が悪化して個体数が減ると，種の維持が危ぶまれるチョ
ウもいることがわかる また未確認種が13種もいることがわかった．この中にはクロシジミのように，生
息地が消滅したため絶滅したのではないかと思える種や，類似の環境が他の場所にもあるので，今後精査
すれば生存力椛認される可能性のある種もいる．注目すべきことは，個体数の減少と，南方系といわれて
いる蝶の進出が目だつことである．

表2 芸北町におけるチョウの昔と今（35年間） 1995年9月現在

表 1 年 度 別 調 査 回 数
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年 度 1991年 1992年 1993年

回数 89日 44日 34日

科 再 確 認 種 未 確 認 種 新規目撃種 計 広島県全体

セセリ チ ョ ウ 14 種 2種 勉 16狐 17樋

ア ゲ ハ チ ョ ウ 9 9 12

シ ロ チ ョ ウ 6 2 8 9

シ ジ ミ チョウ 30 4 34 44

テ ン グ チョウ 1 1 1

マ ダ ラ チョウ 1 1 1

タ テ ハ チ ョ ウ 19 3 1 23 26

ジャノメチョウ 11 2 2 15 17

計 91 13 3 107 127



今回の調査で視認したチョウ（和名右の※印は今回新たに確認されたチョウを示す）

鱗翅目 Lepidoptera
セセリチョウ科 Hesperiidae
ミヤマセセリ E7y"1"s "20)1t""s (Bremer)図版1-F 標本NO.セセリー1～1･2

年1回，4月下旬～5月下旬頃，町内全域の落葉広葉樹林に現われる．木漏れ日を浴びながら，地上で
翅を半開して日光浴をする個体が見られた．本町でこれまで確認した食餌植物はブナ科のコナラ，ミズナ
ラ，クヌギなどである．幼虫で越冬する．

中野地区( ' 6 5 , 5 , 1 6 . 1 f )八幡地区( ' 9 4 , 5 , 3 1 . 1 f )

ダイミョウセセリ D""0 " "lys (i"se" Ri ley 図版I-H 標本NO.セセリー2～1
町内全域の林縁や生垣，畑地などで目撃したが，何処でもそれほど多くは見られなかった．初見日が5

月下旬，終見日が9月下旬であることや，年間の幼虫の状態等から考えると，少なくとも年2回は発生し

ていると思われる．食餌植物はヤマノイモ科のヤマノイモで，幼虫は葉を綴じて巣を造り，その中で越冬
する

中野地区（'65,7,29‘13）雄鹿原地区（'92,8,2.1頭）

アオバセセリC血0(z"gs I)e""""〃岬0J"" (Murray)図版I-E 標本NO.セセリー3～1 生態図版I～
A , B

八I勝地区～美和地区までの町内全域から記録されているが，個体数は少ない．食餌植物との関係がある
のか，民家近くの開けた場所よりも，渓谷沿いの山道や，川端，林縁などでよくみかける．春季にはキシ
ッッジ，夏季にはクリ，リョウブ，ノリウツギなどの花で吸蜜するものや，獣糞で吸汁するものが見られ
る．幼虫の食餌植物は場所によって異なり，標高の低い地ではアワブキ科のアワブキ，標高の高い地では
同科のミヤマハハソである．

中野地区（.65,8,4.181早）美和地区（'95,9,5.1頭）

ホソバセセリISote"0" jα"ゆ"s""S C・et R.Felder 図版I-M標本liO.セセリー6～1 生態図版I-C
町内全域で，6～8月の高温期に，日当たりのよい草原や田の畔，路傍などで，ノアザミ，オカトラノ

オ，ウツボグサなどで吸蜜する個体を見た．個体数は多くない．
中野地区（'65,7,25.4頭）雄鹿原地区（'92,7,27.2頭）

スジグロチャバネセセリ Tﾉり'"ze"cMs Igo""s (Butler)図版I-G 標本Nb.セセリー7～1･2
県内の産地も局地的で，中国山地の6町村と，沿岸部の広島市と福山市で記録されているだけである．

こうした産地が局限された傾向は芸北町でも同様で，調査期間中に目撃したのは，中野地区と美和地区の
2か所で，個体数も僅か2頭であった．
八ll '番地区('61,7 ,28.28) 中野地区('93,7 ,26.1¥)

ヘリグロチャバネセセリ T sy l , " " " j s (Bremer)図版I-D 標本Nbセセリー8～1
スジグロチャバネセセリに色彩斑紋等よく似ているが，その分布域もよく似ている．これまでのところ

県内でも7市町村で記録きれているにすぎない．芸北町ではスジグロチャバネセセリよりも分布は広く，
町内全域に産するが，個体数は少ない．

八幡地区（､61,7,28.132早）中野地区（'95,7,18.18）
コキマダラセセリ " " ode s TJ e l " " " "℃ " I " ( B u t l e r )図版 I -A 標本恥セセリー9～1･2 生態図版
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I - E

T脇""e"c"s属の2種と同じように湿った環境に生息しており，目撃した時期もほぼ同じ7月であった
3種の中では最も多く目撃した．町内においては希少種ではないが，県内分布は備北山地と西中国山地に
限られており，沿岸部や低地では見られない．食餌植物はカヤツリグサ科のヒカゲスゲなどで，越冬態は
幼虫．成虫は6月中旬頃から羽化し出現する．そして，湿地周辺のノアザミや，オカトラノオ，希にシバ
グリやリョウブの花でも吸蜜する．
八幡地区（'61,7,28.134早）中野地区（'95,7.14.計381旱）

ヒメキマダラセセリ O ocIZmc" "ﾙﾙ""" (Butler)図版1-K 標本M.セセリー10～1･2
町内全域に広く分布しているが，コキマダラセセリと違い，同一場所で多くの個体は見られなかった．

成虫は6月上旬頃から現われて，明るい草原や，林縁部のノアザミやオカトラノオ，ウツボグサ，ミズチ
ドリなどで吸蜜していた．

雄鹿原地区（､61,7,28.3頭） 中野地区（'92,6,29.計181旱）
キマダラセセリ Rz"""zMs sIaw"〃(M urray)図版I-B 標本Nb.セセリー11～1
町内全域に分布するが，個体数はヒメキマダラセセリより少ない．成虫の発生時期や，訪花習性等はヒ
メキマダラセセリとほぼ同様である．食餌植物はイネ科のメヒシバである．

中野地区（'65,7,25.2頭） 中野地区（'92,7,15.計28）
コチャバネセセリ T伽7℃ssα〃αγj(z Murray 図版I-P 標本恥セセリー12～1
町内全域に広く分布し，産地も個体数も多い普通種である．年2化で，第1化は5月中～下旬，続いて
7月には第2化が羽化出現して8月下旬まで見られる．訪花性は強く，各種の草花や，クリ，リョウブの
花にも集まる．また，湿った地上で吸水するものや，獣糞に7頭も群れて吸汁する光景も見られた．
中野地区（､65,6,22.3頭）八幡地区（'94,6,2.7頭）

オオチャバネセセリPo ly " " " s l e " " c i " Mur ray 図版I - I 標本Nb .セセリー13～1 生態図版1-D

コチャバネセセリほど多くはないが，町内全域で，やや普通に目盤した．成虫の出現期は，5月下旬～
8月下旬頃で，この間2回発生し，各種の花を訪れるが，コチャバネセセリのように，獣糞に集まってい
るものはいなかった．食餌植物はコチャバネセセリと同じようにササ類であるが，巣の造り方や，食べ方
は異なる．

雄鹿原地区（､61,7,28.5頭）中野地区（'95,7,18.2頭）
チャバネセセリ Pelo""s 7""加αSO伽γ"畑e" Evans

全国的にも寒冷地では希少種と言われている．芸北町での目撃・採集記録は7～9月上旬までで，その
場所も中野地区2か所と，美和地区の3か所に限られている．食餌植物や，周年経過等未解明のことが多
い蝶である．

中野地区（'65,7,28.1頭）美和地区（'95,9,5.1頭）

ミヤマチャバネセセリ Pj""0"is (Butler)図版I-O 標本NO.セセリー15～1
県内では，沿岸部から中国山地まで分布しているが，その産地は局地的である．芸北町内でこれまで記

録された場所は，雄鹿原地区の2か所と，今回発見した美和地区のlか所で，目盤・採集頭数も7頭と少
ない．食餌植物はイネ科のススキである．

雄鹿原地区(.617 ,271¥) 美和地区(916 .1 .1頭）この個体は，ムラサキツメクサで吸蜜していた．
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イチモンジセセリ Ptw""'n 90↓"α加(Bremer et Grey)図版1-J･L 標本Nb･セセリー16～1･2

沿岸部や平地ではありふれた蝶であるが，芸北町においては，ホソバセセリや，チャバネセセリと同様
に，目撃回数や個体数の少ないセセリである．成虫は6月下旬～10月上旬頃まで，開けた田・畑の畔や，
草原などに現われ，各種の花で吸蜜する．

雄鹿原地区（'61,7.27.2頭）美和地区（'95,7.18.1頭）

アゲハチョウ科 Papilionidae
ウスバシロチョウ Ptzmass"s g l ( Ic" "s But ler図版Ⅱ-A･ B標本恥.アゲハー1～1･2生態図版1-F

1960年代には広島県では珍蝶と思われていたが，最近，各地で目撃されるようになった．食餌植物は，
畑や休耕田に自生するケシ科のムラサキケマンであるが，この草が最近繁殖したことも分布の拡大に影響

を及ぼしているのではないかと推測される．越冬態は卵で，食草の芽吹きと共にフ化した幼虫は，やがて
蝿化し，5月中旬頃に羽化出現する．

中野地区（'64,6,21.281早.沖野博之・藤沢正穂採） 美和地区（'95,5,18.5頭）この外，八l勝地区，
雄鹿原地区内でも目撃している．

アオスジアゲハ G 7"Iz""〃sαゆe(io" '7Wo"1"〃(Fruh storfer)図版Ⅱ-G 標本Nb.アゲハー2～1 生態図
版 I - G
島しょ部や沿岸部ではやや普通に見られるが，芸北町では希な蝶である．食餌植物として町外で知られ

ているのは，クスノキ科のクスノキ，タブノキ，イヌガシであるが，これらの木は芸北町では未確認であ
る．食餌植物がないことや，冬季の低温を考えると，気温の上昇する夏季に，低地より飛来するのではな
いかと推測される．
八幡地区（'64,6,7.1＄） 中野地区（'65,6116.19）雄鹿原地区（､91,7,25.13）

キアケハ Ptz"" "1""0〃ﾉ"""7"es C et R Feldel・図版Ⅱ-E･F標本NO.アケハー3～1･2
町内全域に分布し，やや普通に見られる．幼虫は畑のニンジンやパセリの葉を食べたり，溝端や林縁の
シシウド，ミツバなどの葉や花も食べる．成虫は,草原や庭などの花にも来るが,山頂に集まる習性が強い
雄鹿原地区（'61,7,28.13）美和地区（'95,9,5.1旱）

ナミアゲハ（アゲハ・アゲハチョウ)    R """"js Linnaeus図版Ⅱ-C･D 標本Nb.アゲハー4～1･2
和名の並揚羽が表わすように，家紋にされるほど人間に親しまれている蝶である．成虫は，4月上旬頃

から出現し，9月中旬頃まで，町内全域で普通に見られる．幼虫は，ミカン科のサンショウやイヌザンショ
ウを食べるが，サンショウは民家の庭にも植えてあるため，そうした木から卵・幼虫・踊も発見できる．

越冬態は蛎で，前述のように食樹の枝や幹，あるいは家屋の壁などからも見出せる．
雄鹿原地区（､60,10,29.サンショウから終齢幼虫3匹）美和地区（'95,9,5.計2早）
オナガアゲハ P.柳αc"" "s Janson 図版Ⅱ-H 標本NO.アゲハー5～1 生態図版I-H

第1化の春型成虫は，5月上旬～中旬頃に羽化出現して，川端のキシツツジの花によく集まる．続いて
7月になると第2化の夏型が現われ，ユリ科の花や，クサギ，ネムノキの花で吸蜜するほか，湿った地上
で他の蝶と共に吸水する光景も見られた．食餌植物は，ミカン科のサンショウ，イヌザンショウで，越冬
態は蝿．
雄鹿原地区（'61.7.28.1 3)八I勝地区( '94,611.1頭）
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クロアゲハ Pかりte710？'｡""e"伽s Cramel-図版m-B･D 標本NO.アケハー6～1･2
町内全域に分布し，ナミアゲハと同じように，民家の近くから林の周辺まで，やや普通に見られた．成
虫は，キアゲハや，ナミアケハよりも少し遅れ，5月中旬～下旬頃に羽化出現するが，第2化のものは，
9月中旬頃に出現するが，その殆んどが産卵樹を探す雌である．幼虫はミカン科のサンショウやイヌザン
ショウを食べ，蛎態で越冬する．
雄鹿原地区（'61,7,28.29）美和地区（'94,5,20.2頭）

モンキアゲハ P. "e"""s ""o"icole"s Butler図版Ⅲ-C 標本Nb.アゲハー7

夏季，沿岸部では，前述のアオスジアゲハに次いでよく見かけるアゲハであるが，芸北町においては希
少種に属し，その土着については不明．
中野地区（'64,8,10.19．池田庄策採） 同地区（'65,8,7.18田中眞次採） 八|勝地区（'95,9,3.1頭

,桑原良敏目撃）
カラスアゲハ P.腕α"|01 .d9/ " " " C . e t R Fe lder図版Ⅲ-G･H標本Nb.アゲハー8～1･2生態図版
1 - 1

町内全域に分布し，民家の庭のサンショウからも，卵や幼虫が見られた．年2回の発生で，第1化は5
月中旬～下旬頃に羽化出現し，川端のキシツツジに集まる．7月になると，春型よりもひときわ大きい夏
型が現われ，ノアザミや，ユリ科の花で吸蜜したり，湿った地上で吸水するものも多い．越冬態は卿．幼
虫は，ミカン科のサンショウ類の外，ミヤマシキミやキハダも食べていた．

中野地区（'65,6,13.1旱）美和地区・中野地区（'95,9,5.3早）
ミヤマカラスアゲハ P. maack " t " " " I s Fen ton 図版m-E･F標本恥アゲハー9～1･2

町内全域の山地や，峡谷部で見られるが，カラスアゲハより少ない．成虫はカラスアゲハと同じような
周年経過を辿り，習性等はほぼ同様であるが，幼虫の餌の範囲は狭く，これまで確認したところでは，ミ
カン科のキハダと，希にカラスザンショウにも幼虫が見られた．このように食草の種数の多少が個体数の
多少に影響していると推測される．季節による大きさの違いは前種同様顕著である．なお，成虫（特に春
型）の色彩には個体変異が多く，中には北海道産かと見まちがうような個体も採集された．
八幡地区（､61,7,28.1＄）美和地区（'95,7J3.1＄）

シロチョウ科 Dieridae

キチョウ E@"℃"”んcc(zbe柳α犯""" (DE L'Orza)図版Ⅳ-J 標本Nb・シロー1～1･2･3
町内全域に普遍的な分布を示し，春から秋まで普通に見られる蝶である．近年の増加は著しい．第1化
の成虫は5月上旬頃表われるが，以後連続的に発生を繰り返し，気温の高い日には，11月下旬にも飛翔を

おつれ ん

見ることがある．越冬態は成虫（越年蝶とも呼称される)．春から秋まで，各種の花で吸蜜するが，夏季
の頃には湿った地上で集団で吸水する光景も見られた．食餌植物はマメ科のメドハギ，ヤマハギ，ネムノ
キなど．

雄鹿原地区（､61,7,27.58） 中野地区・美和地区（'95,9,7多数）
スジボソヤマキチョウ Go"""り碗αSﾒ)"" """01"" Verity 図版Ⅳ-F 標本Nb.シロー3～1･2 生態
図版Ⅱ-A
県内の産地は局地的であるが，芸北町においては全域に分布する．但し，幼虫が食べるクロウメモドキ

の自生地が限られているため，産地や個体数は少ない．越冬した雌は食樹の新芽や，その近くの小枝上に
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産卵する．成虫の発生は6月下旬～7月上旬頃で，同じ木を食べるミヤマカラスシジミよりも約1か月早
い、

八幡地区（'61,7,28.2＄） 中野地区（'66,8,10.19.上村末子採） 中野地区（'90,9,10.1＄）この外，
既知産地はあるが山の中のため未調査．

モンキチョウ Cb"“‘7“g加"091”伽s Motschulsky 図版Ⅳ-B標本NO.シロー4～1．2 生態図版Ⅱ-B
町内全域に分布し，開けた草原や，川土手などにやや普通に見られた．近年，湿性草原が減少し，その
反対に乾燥した草地は増えているが，キチョウと違い，それほど増加したとは思えない．幼虫は，マメ科
のムラサキツメクサ（アカツメクサ)，シロツメクサ，ミヤコグサなどを食べ，成虫は4月下旬～9月下

旬頃まで見られる．
美和地区（'62,5,13.18） 中野地区（'95,9,5.181旱）
ツマキチョウ A伽伽0c/""s scoly""s Butler図版Ⅳ-E 標本Nb.シロー5～1･2
町内全域に分布し，春季に限り，谷沿いの林道上を飛ぶものや，山際のアブラナ畑で，ウスバシロチョ
ウなどと吸蜜する個体が見られる．成虫は，4月下旬～5月下旬頃まで出現するが，地域や，年によって
は6月上旬頃まで目撃できる．幼虫はアブラナ科のタネツケバナを食べる．越冬態は蝿．
中野地区（'66,5,9.291旱）八幡地区（'95,5,13.1＄）

モンシロチョウ Pjg"s 7"" c7wc"07tz Boisduval図版Ⅳ-A 標本Nb.シロー1～1
町内全域に広く分布し，人里においても，しばしば卵・幼虫・成虫が見られた．成虫は多化性で，4月
上旬～9月下旬頃までの間，何回も発生しているが回数については未確認である．また，越冬態は蝿で，
その前の幼虫は，11月中旬にも見られた．食餌植物は，アブラナ科のキャベツ，ダイコン，ハクサイ，ミ
ズナ，アブラナといった栽培種から，野生のイヌガラシまで多様
中野地区（'65,4,24.1＄）美和地区（'95,9,5.5頭）

スジグロシロチョウ P､"@ele" Menetries 図版Ⅳ-C 標本NO.シロー7～1･2

モンシロチョウと同じように，町内全域に分布しどこでも普通に見られた．モンシロチョウが明るく開
けた場所に多いのに反し，本種の方がやや陰性で，曇天の日や，晴天の夕方，あるいは薄暗い林の中でも
見られた．成虫は多化性で，春から秋まで繰り返し発生するが，第1化の出現期はモンシロチョウより若
干早く，3月下旬頃には羽化出現する．食餌植物はアブラナ科で，野生の植物だけでなく栽培種にも産卵
し，それを食害する．
中野地区（'643,29.18）美和地区（'95,9,5.計7頭）

シジミチョウ科 Lyc aenid ae

ムラサキシジミ M↓池畑"秘/"0"" (Murray)図版V-A 標本Nb.シジミ-1～1･2
1960年代には希なチョウであったが，今回の調査では，中野地区で2か所，八幡地区でlか所と，計3
回目撃し，多くはないが，必ずしも希ではないことが判明した．食餌植物は，これまでに中野地区でクヌ
ギを確認していたが，今回八幡地区の1か所ではカシワにも産卵していたので，これも餌になっているの
だろう（他地域では確認済）

中野地区（'65,7,21.1頭）八幡地区（'90,7,5.1旱と2卵） 中野地区（'91,7,13.18）中野地区
（'92,7,15.1旱）中野地区（'94,7,8.1頭）
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ウラキンシジミ Uss"""" sり'g"" (Butler)図版V-B 標本NO.シジミ-2～1･2
これまで記録のある産地は，八'幡地区，雄鹿原地区，美和地区の3地区で，中野地区の記録はない．し

かし，中野地区のAやEには食樹もある程度まとまって自生している場所もあるので，時期さえ合えば
目撃される可能性も大きい食餌植物はコバノトネリコ．
八幡地区（'70.13.渡部泰明採）

八幡地区（'71.1¥.桑原良敏採）

八幡地区（'80.1頭） 雄鹿原地区I  ('91.18)美和地区('93,5,11 .幼虫2匹）以上が全記録で，本
町では希少種と考えられる．

アカシジミノヒz加加" /"" (Hewitson)図版V-C 標本NO.シジミ-3～1．2
町内全域に分布し，年1回，7月頃の夕刻ブナ科の林の梢上を黄昏飛翔をするが，ウラナミアカシジミ
のように，同一場所に群生はしていない．越冬態は卵であるが，春になってフ化した幼虫は，ブナ科のコ
ナラ，ミズナラ，クヌギ，アベマキ，カシワなどの葉を食べて成長する．本種については最近，広島県佐
伯郡吉和村冠高原産のものを「ミナミアカシジミ」とする説があるが，本町産のものについては資料が少
なく，充分検討できなかったので本報では従来の学名と和名を用いた．
雄鹿原地区（'61,8,5.1頭） 中野地区（'92,7,27.1頭）
ウラナミアカシジミ メs"'9s""" (Hewitson)図版V-D 標本Nb.シジミ-4～1･2 生態図版Ⅱ-F
アカシジミに比べると産地は局限されるが，その代わり，一地点で群生していることが多い．1960年代
には町内各地にクヌギ林も多く，それらの林では7月上旬～下旬頃，卍巴と黄昏飛翔する集団が見られた
が，今回の調査で，クヌギ林とウラナミアカシジミの減少を痛感した．越冬態は卵．幼虫はブナ科のクヌ
ギ，アベマキを食べる．

雄鹿原地区（'61,7,27.多数）美和地区（'92,7,6.28）中野地区（'95,7,13.1頭）
ミズイロオナガシジミ A""gjzJs """α(Brem er)図版V-E標本NO.シジミ-5～1･2生態図版Ⅱ-E
町内全域に分布するが，個体数はそれほど多くない．ブナ科のミズナラ，コナラ，クヌギ，アベマキ，
カシワなどの小枝上に産み付けられた卵は翌春フ化し，成虫は7月頃落葉広葉樹林に現われる．（年l化）
八幡地区（､61,7,28.231斗）雄鹿原地区（'93,7,20.1頭）
ダイセンシジミ（ウラミスジシジミ)    Wt'gi"'0 s増""" (Butler)図版V-G 標本NO.シジミ-7～1･2
県内の既知産地も5市町村と局限されている希少なチョウであるが，芸北町でも八幡地区と中野地区で
しか採集されていない．食餌植物は，他のアカシジミやミズイロオナガシジミと同様，ブナ科のミズナラ，
コナラ，カシワなどである．

中野地区（'64,7,20.1早，四郎田宗則採） 同地区（'65,7,24.13） 同地区（'66,7,22.1旱）八幡
地区（927,14.1＄）
ウラクロシジミ 〃"s""22 07"dice o7""" (Butler)図版V-H 標本Nbシジミ-8～1･2

西日本においては産地が局限されるチョウであるが，芸北町には渓谷が多く，そうした岸辺やダムの湖
岸等には幼虫の餌になるマンサク（タニイソギ）の木が多いため，1960年代にはウラクロシジミも毎年の
ように確認された．しかし，その産地も激変し，現在では容易に目繋できない（'92年の卵は偶然伐採現
場を通りがかって発見)．越冬態は卵で，成虫は年1回，6月下旬～7月上旬頃に現われ，流れの上を黄
昏飛翔をする．
中野地区（'65,7,7.18）美和地区（'92‘10.2.7卵）
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ミドリシジミjV@ozEM) 'γﾙ" " " " " "0) " "Js (Murray)図版V-J 標本Nb.シジミ-9～2･3．4．5と，
図版Ⅵ- F 標本Nb .シジミ-9～1 ･ 2 生態図版Ⅱ-C
ミドリシジミ類の中ではやや普通，県内にも，山地から沿岸部まで産地が多く知られている．芸北町内

には各地に湿地があるため，そこには幼虫の餌となるハンノキ（バンノキ）が多くあり，町内に産するミ
ドリシジミと名のつくチョウの中では最も個体数が多い．食餌植物は，湿地ではハンノキ．山腹などのや
や乾いた場所ではヤマハンノキ越冬態は卵．成虫は年1回，7月上旬～下旬頃まで見られる．生き残り
の雌は8月中旬頃でも見ることがある．

雄鹿原地区（'61,7,27.6旱）美和地区（'92,10,3.3卵）
メスアカミドリシジミ C"7ツsoz妙吻)"js s""tIg""js (Bremer)図版V-L 標本NO.シジミ-10～1･2
生態図版Ⅱ-G
西日本では山地性の希少種と言われているが，芸北町内にはほぼ全域に分布し，各地で目撃・採集され

● ●

ている．年1回の発生で，成虫は6月下旬～7月上旬頃羽化出現し，7月下旬まで見られる 雌赤という
名のように，雌の前翅には赤紋があるが，本町産の雌の中にも稀に赤紋の消失した個体も見られる．食餌
植物はバラ科のヤマザクラ越冬態は卵．
中野地区（'65,8,12.1旱.谷口武文採） 美和地区（'92,11,3.2卵）八幡地区（95,7,9.29）’92年の
2卵は路傍の草刈りで伐られた食樹から発見された．
アイノミドリシジミ C I)""""""s Staudinger 図版V-I 標本NO.シジミ-11～1･2
同属のメスアカミドリシジミよりも産地が少ない．県内での既知産地も中央中国山地と西中国山地に限
られており，山地性ゼフイルスの代表種である1960年代には町内全地区に産したが，このチョウの生息
するミズナラ林が減少したため産地も個体数も減少した．幼虫はブナ科のミズナラやコナラを食べ，年1
回，7月中旬頃に羽化出現する．町内産の雌は殆んどが鮮明なAB型であるが，希にB型も出現する．
中野地区（'65,10,23.7卵）八幡地区（'92,3,142卵）風倒木より採集．
ヒサマッミドリシジミ C・畑s"""szIs""Ls (Nagami et lshiga)図版Ⅵ-A標本NOシジミ-12～1．2
生態図版Ⅱ-H
中国山地から広島市北部までの峡谷部に，局地的な産地はある．その林相は，常緑性のブナ科のウラジ
ロガシか，シラカシである．芸北町にもブナ科の林はあるが，その多くは落葉性である。そうしたことも
あって芸北町でヒサマツミドリシジミを採集しようとする研究者はいなかったが1976年，匹見町在住の中
村泰士氏によってブナ林に生息していた1雄が採集された．食餌植物はブナ科のブナで，これまでのとこ
ろイヌブナからは採卵されていない．越冬態は卵で年1回発生今回はブナの風倒木から採卵（'92,3,14.1
卵芸北町域)．
フジミドリシジミ QzIg7℃〃s" /M"" /Ms"" (Matsumura)図版Ⅵ-B 標本Nb.シジミ-13～1･2 生
態図版Ⅱ-K
ブナ林の妖精もかくやと思わせるようなチョウであるが，西日本にはブナ林が少ないために，山地性の

希少種とされている．芸北町内にはブナ林（高標高）も，イヌブナ林（低標高）もあり，どちらの木でも
卵や幼虫が発見できる．町内産のゼフィルス類の中では羽化も早く，年1回，6月中旬～下旬頃に現われ
て，夕刻，ブナ林の梢上を黄昏飛翔する．越冬態は卵
中野地区（65.11.2.1卵.沖野完二採）八幡地区（'90,7,15.1早）
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オオミドリシジミ ” ” "伽s O "e " " " s (Mur ray )図版Ⅵ-C標本NO.シジミ-14～1･2生態図版Ⅱ-J

芸北町産のFα"0"" s属4種の中では産地が多いが，個体数は多くない．食餌植物は，ブナ科のコナラ，
ミズナラ，カシワで，年1回，6月中旬～7月上旬頃にかけて羽化出現する．越冬態は卵．
雄鹿原地区（'61,7,28.191早）中野地区（'92,7,13.1＄）

エゾミドリシジミF､. jezoc"sis (Matsumura)図版Ⅵ-E 標本Nb.シジミ-15～1･2

芸北町産の同属中では最も産地が局限されており記録も少ない．食餌植物として町外では，クヌギ，コ
ナラ，カシワなどが挙げられているが，芸北町内での卵はすべてミズナラから発見している．
中野地区（'65,11,289卵）雄鹿原地区（'91110,13.4卵）このミズナラは台風で倒れていたため調査

が簡単にできた．

ハヤシミドリシジミ F. """"αγ“Ms (Fixsen)図版V-K 標本NOシジミ-16～1．2
，60年代にはカシワの林も多くあり，lか所で何頭もの本種が乱舞する光景も見られたが，今回確認し
た産地は2か所で，目撃個体も1匹と1雌であった．成虫の出現は7月中旬頃であるが，生き残りの雌を
8月下旬に目撃したこともある．年1回の発生で，越冬態は卵．
雄鹿原地区（'61,7,27.多数） 雄鹿原地区・八|幡地区（'61,7,28.多数）雄鹿原地区（'92,5,19.幼虫
1匹） 中野地区（'93,7,26.1旱）
ジョウザンミドリシジミ F. ""b"""s Oberthul･図版Ⅵ-D 標本Nb.シジミ-17～1･2
山地性のゼフイルスで，中央中国山地と西中国山地に局地的に分布する．芸北町においては八幡地区～
美和地区まで産地はある．それらはミズナラ林に限られている．産卵は，幼虫の餌になるミズナラにされ
るが，ミズナラ林の中か,近くにコナラがある場合，コナラからも卵が発見できる成虫は7月上旬頃羽
化出現する（年1回)．越冬態は卵．
中野地区（'65,7,251¥） 八幡地区（'91,11,17.9卵）台風で倒れたミズナラより採集
トラフシジミ R""(z "tz" (Bremer)図版Ⅵ-G．H標本NO.シジミ-18～1･2
町内全域に広く分布している力咽体数は少ない．幼虫は，ユキノシタ科のウッギや，ツツジ科のアセビ，
ナツハゼなどの花から発見できた．第1化の春型は4月下旬頃 第2化の夏型は7月上旬頃に出現する．
中野地区（'64,4,29.13）雄鹿原地区（'92,6,3.1頭）この個体は春型であった．
ミヤマカラスシジミ Stry""""" "'em (Janson)図版Ⅵ-J 標本Nb.シジミ-20～1．2
県内分布と同様，町内の産地も局地的である．これまでに，八幡地区（'71年,282旱.桑原克夫採・4早・
桑原良敏採）と，中野地区，美和地区で採集されている．今回の調査でも，それらの産地を訪れたいと思っ
たが，山道が消えて行けない場所や（中野地区)，山の様相がすっかり変わった場所（美和地区）もあり，
確認できたのは1か所であった．そこには，食餌植物のクロウメモドキも，チョウもいた．越冬態は卵．
中野地区（'65,11,10.5卵）八幡地区（'94,8,12.1頭）

コツバメ A血肋97郡α〃"zz (Butler)図版Ⅵ-K 標本NOシジミ-21～1

町内全域に分布し，春季1回，ミヤマセセリと共に，各地の林縁や林道傍で見られた．幼虫は，ツッジ
科のスノキ（カンス）や，アセビの花や蕾を食べる．越冬態は蝿．
中野地区（'65,4,28.18）雄鹿原地区（'92,6,29.幼虫1匹）この幼虫はナツハゼの花にいた．

ベニシジミ 〃““α’〃α"S d""0 (Seitz)図版Ⅶ-A 標本Nb.シジミ-23～1･2
町内全域に広く分布し，各地で確認された．幼虫は，タデ科のスイバ，ヒメスイバ，ギシギシなどを食
べる．成虫は，4月下旬頃～10月下旬頃まで，開けた草原や，田・畑の畔，路傍などでよく見かける．季
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節によって翅表の色彩が異なる．

八幡地区（'61,7,28.2頭） 美和地区（'94,4,28.計3頭）
ゴイシシジミ TIzmたαIz(z7秘α" (Druce)図版Ⅶ-B 標本N･シジミ-24～1･2 生態図版Ⅱ-L
町内全域に分布し，各地の山地や林にやや普通で，その産地からあまり離れない．幼虫はササ類の葉裏
に寄生しているアブラムシの1種を食べる．

雄鹿原地区（'61,7,28.1旱）美和地区（'94,6,11.2頭）
ウラナミシジミLα"ゆ"'s doe""Is (Linnaeus)図版Ⅶ-D 標本恥シジミ-26～1．2
夏季から秋季にかけて，中野地区の畑で目撃したが個体数は少ない．しかし，珍希種ではないので，今
後精査すれば，他地区でも発見されるであろう．幼虫は，マメ科のアズキの幼果を食べていた．越冬の可
否や，土着種か否かは不明．
中野地区（'66,8,14.1早） 中野地区（'95,9,5.1＄）
ヤマトシジミ※ Ziz""α柳ahaa7頚α(Menetries)図版Ⅶ-E 標本NO.シジミ-27～1･2
芸北町では未確認種であったが，1995年に美和地区Eで，1雄1雌を確認した．付近には食餌植物の
カタバミも自生していたので，その付近で羽化したものと考えられる．
美和地区（'95,9,5.181早）
ゴマシジミ M(zcMﾉ伽“彫I"肌s〃αzα""to (Druce)図版Ⅶ-F 標本Nb.シジミ-28～1･2
日本版レッドデータ.ブックでは希少種とされている．全国的に減少傾向であり，その将来が危倶されて
いる．芸北町の草原には，若齢幼虫が食べるワレモコウが多く，盛夏に草原を飛び廻る光景がよく観察さ
れた今回の調査では多くの個体が発見できなかった．
雄鹿原地区（'61,7,27.多数） 美和地区（'95,9,5.1旱）この雌はワレモコウの花穂に産卵していた．
ルリシジミ aI(z s """α櫛0IMs I"01"des (DE L'Orza)図版Ⅶ-G 標本NOシジミ-29～1･2 生態図版
n - M

町内全域に分布し，春～秋まで各地でやや普通に見られる．幼虫は，マメ科のフジ，クズ，クララ，ハ
ギ類の花や幼果を食べるが，1995年7月12日に美和地区Gで，タデ科のイタドリの蕾に産卵していたの
を観察した．6月以後は湿った地上で吸水する個体が多い．越冬態は蝋
雄鹿原地区（'61,7,27.132旱）美和地区（'95,9,5.2＄）
スギタニルリシジミ C sl""'IM slj""" (MatSunlura)図版Ⅶ-H 標本NO.シジミ-30～1･2
三段峡は古くから多産地として全国的にも知られていたが，桑原（1973）は，1972年に八幡地区で，翌
年には雄鹿原地区で採集している．その後は暫らく新産地の報告はなかったが，1984年に美和地区で上手
新一氏によって発見されている．今回の調査では，八幡地区のみで発見された．
八幡地区（'94,5,8.39）
サツマシジミ C. (zII)0c"""" s"j"" (Fruhstol･fer)図版Ⅶ-1 標本NO.シジミ-31～1･2
南方系の本種が，寒冷な美和地区Gで発見されて話題になった（'72年.28.渡部泰明採）が，その後は

次のように目撃している．
八幡地区（'80,8,2.1＄）
中野地区（'91,6,29.1＄）

中野地区（'94,7,13.1頭）
小型の蝶で，それほど飛しよう力があるとは考えにくい．本町に土着したのか否かは不明 食餌植物や
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周年経過等は不明．

ツバメシジミ E"e"s " " "es Ize"0"α(Men6tr ies)図版Ⅶ-J 標本NOシジミ-32～1･2

町内全域に広く分布し，草地，畑地，林道傍など，明るく開けた場所でやや普通に見かける食餌植物
は，マメ科のコマツナギで，成虫は，4月下旬頃から10月上旬頃まで見られた．
中野地区（'66,8,12.18）美和地区（'95,9,5.計3頭）
ヒメシジミ PI26""s "gMs ""cm7gz4s (Butler)図版Ⅶ-K 標本Nb.シジミ-33～1･2
県内には産しない地域もあるが，芸北町内には産地も多く，多産する幼虫は，湿地に自生するキセル
アザミを食べるが，その葉上にはアリの一種も共生しており，それを目安に発見できる．成虫は，年1回，
6～7月頃に現われ，湿地やその周辺の花に，コキマダラセセリや，ヒョウモンモドキと共に訪れて吸蜜
していた．

八幡地区（'60,7,27.多数） 美和地区・中野地区（'95,7,13.多数）
ウラギンシジミ C"7惣"s """ " " " j " DE NiCevi l le 図版Ⅶ-L 標本Nb.シジミ-34～1･2

全県的には決して珍らしい蝶ではないが，芸北町では希少種と考えられ，調査期間中に目撃した個体は
1例だけであった．南方系のサツマシジミの増加例から考えると，今後増えることが予想される．
幼虫は，マメ科のクズの花を食べるが，この植物は町内の林縁にも繁茂している．
中野地区（'65,7,11.1早）美和地区（'93827J＄）

テングチョウ科 Libytheidae

テングチョウ 〃hyt"" ""s ""oides Fruhstorfer 図版Ⅳ-1 標本Nnテングー1～1

町内全域に分布するが，その産地は中野・美和地区に局限される幼虫は，ニレ科のエノキや，エゾエ
ノキを食べると言われているが，美和地区以外にも食樹が自生しているかどうかは不明 ただ，他の地域
でも本種を目撃している．

成虫は年1回，6月頃に羽化するが，その個体数は年によって変動する．6．7月に見かけるものは，
崖や，湿った路上などで吸水しているが，越冬後の成虫は，スモモや，サクラなと・を訪れて吸蜜する個体
も観察された．

中野地区（'64,5,31.2＄）

刈競制計‘”
〃 （'64‘7．6．1＄）

中野地区（'65,6,16
〃 （'65,6,22

123） ｜計48頭363）

美和地区（'91,6,8.3頭）

マダラチョウ科 Danaid ae

アサギマダラ Ptww@"" si" 7"Izo'"" (Moore)図版Ⅳ-G 標本Nb.マダラー1～1 生態図版Ⅲ-A
沿岸部や平地では希にしか見られないが，芸北町では調査地全域で目撃した．今回の調査と，過去の調
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査では，7月に多く目撃されている．1994年には1例ほど5月に上奥原で目撃した．この個体は川床で吸
水らしい行動をしていた．盛夏には山頂のヒヨドリバナで吸蜜する個体や，林の中で木の枝に下垂して夏
眠するものが観察された．9月になると人里近くへ降りてきて，ソバの花で吸蜜する個体を観察した．
八幡地区（'6017,27.482早）ヒヨドリバナで吸蜜していた
八幡地区（'90,7,7.1頭）イタヤカエデの小枝に下垂して夏眠していた

美和地区（'90,7,22.1＄）
雄鹿原地区（'90,9,11.181旱）タムラソウの花で吸蜜していた

〃 （'91,7,25.23）ヒヨドリバナで吸蜜していた
中野地区（'92,7,31.302早）ヒヨドリバナで吸蜜していた
’94年5月23日の1雌と，’90年9月11日の1雄1雌以外はすべて7月に目盤されていること．本種はワ
タ!)をすることが報告されていることから，モンキアゲハと同じように冬は暖地で過ごし，気温の上昇と
ともに芸北の地へ飛来するとも推測される．

タテハチョウ科 Nymphalidae
ウラギンスジヒョウモン A71gWり"0"12 1(zO""/"0j"c(M (Menetries)標本NO.タテハー1～1
町内全域に分布し，各地にやや普通に産する．幼虫は，スミレ類を食べると言われているが詳細は不明．
成虫は，年1回，6月中旬頃から明るい草原に現われ，ノアザミやオカトラノオ，ヒヨドリバナ，クリな
どの花で吸蜜する．また，秋になるとソバ畑でもよく見かけた
八幡地区（'60,7,27.1早）中野地区（'95,9,5.1＄）
オオウラギンスジヒョウモン A "JsI"" lysW)2 0anson)図版Ⅷ-A･ B 標本NO.タテハー2～1･2
生態図版Ⅲ-B
町内全域に分布し，各地にやや普通に産する．幼虫の食餌植物は不明．成虫は，年1回出現するが，ウ
ラギンスジヒョウモンよりも少しおくれて出現する．
中野地区（､65，7，9133早）中野地区（'95,7,18.131旱）
ミドリヒョウモン A7gyl7""s """α齢況s畑加α"αFru hstorfer 図版Ⅷ-C･D 標本NO.タテハー3～1･
2 ． 3

町内全域に分布し，やや普通に産する．本種の雌には黒化型のものがいるが，その出現率は芸北町では
八幡地区が最も高い．幼虫は，スミレ科のオオタチツボスミレを食べ，前記2種とほぼ期を同じくして発
生し，各種の花で吸蜜する．
中野地区（'64,6,20.4＄）中野地区（､95,9,5.計2頭）
クモガタヒョウモン N''伽噌y"J"s "'(z(jyO"'g7'2 ""s (Butle'ウ 図版Ⅷ-E 標本NO.タテハー4～1･2
町内全域に分布するが，その産地や個体数は，ウラギンスジヒョウモン，オオウラギンスジヒョウモン，
ミドリヒョウモンに比べると少ない．成虫は，6月中旬頃から現われ，山地林縁のクリやウツギに集まる．
8月中旬を過ぎると，人里に出てソバの花や，草原のオミナエシで吸蜜する．
美和地区（'66,6,26.381旱）中野地区（'95,9,5.1頭）
メスグロヒョウモン Dα柳07w s(Igα"α〃α"e (Fruhstorfel-)図版Ⅶ-F 標本NO.タテハー5～1･2
1960年代には，町内に生息するヒョウモン類の中では，ツマグロヒョウモンに次いで少ない種であった

その傾向は今回の調査でも顕著で，この5年間に目撃したのは1例のみであった．
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中野地区（'65,8,7.1旱.岡田良雄採）美和地区（'91,9,20.13）この個体は，路傍のキセルアザミで
吸蜜していた．

ウラギンヒョウモン F(zb"""1(z (I(IWeﾒ)α"esce"s (Butler)図版Ⅷ-G 標本NO.タテハー6～1･2 生態
図版Ⅲ-C

町内全域に広く分布し,草原の草花や,クリなどの花に集まるヒョウモン類の中では,個体数は最も多い．
成虫は，前記4種のヒョウモン類より早く，6月上旬頃に羽化出現する．そして，盛夏には一時的に草
原から個体数が少なくなるが，また8月中旬を過ぎると姿を見せ始め，9月下旬頃までソバ畑などで見ら
れる．

八幡地区（'60,7,27.2旱）中野地区（'95,7,18.1旱）

ツマグロヒョウモン A 1gy""sﾉ"27･bil4s (Linnaeus)図版Ⅶ-H 標本NO.タテハー7～1･2 生態図版
m - H

最近は町内全域で目撃回数が増加した種である．1960年代には，ヒョウモン類の中では希少な種であっ
たが，今回の調査期間中にも，役場の駐車場で成虫を，民家周辺のパンジーのプランターからは幼虫も確
認された．食餌植物は，スミレ科のスミレ，パンジーである．

中野地区（'64,6,23.1＄）中野地区（'92.7,6.2t）

イチモンジチョウ L"O9n c(z"""αj〃0I"" (Menetries)図版Ⅸ-A 標本Nb.タテハー8～1
町内全域に分布するが，その生息環境は林縁や生垣などである．幼虫は，スイカズラ科のスイカズラを

食べ，年2回，5月中旬頃と，7月上旬頃に現われる．ウツギやノリウツギなどで吸蜜するが，第2化の
ものは湿った地上で吸水するものも多い．

中野地区（'64,5,31.1＄）中野地区（'92,7,13.1頭）

アサマイチモンジ L. gloγ城α(F1･u hsto rfer)図版Ⅸ-B 標本NOタテハー9～1
町内全域に分布するが，その産地は前種より少ない．食餌植物はスイカズラである．また，発生回数や

時期もイチモンジチョウとほぼ同じで，色彩斑紋等も酷似している．一般的には前種よりも個体数は少な
いが，本種の方力嘔勢な地域もある．
八幡地区（'64,6,7‘1早）八幡地区・雄鹿原地区（'91,6,18.計182旱）
コミスジノV@j)"s s(W)/10 """""" WB. Pryel-図版Ⅸ-C 標本NO.タテハー10～1

町内全域に広く分布し，山地・人里を問わずやや普通に見られるが，群生しない．成虫は，5月下旬～
9月上旬頃まで現われ，ウツギやクリなどで吸蜜する夏季には湿った地上で吸水する個体もいる．
中野地区（'65,6,16.2＄）美和地区（'95,8,13.計3頭）

ミスジチョウ N. j)伽4"tz """210s Butlel･
芸北町における既知産地は,八幡地区と中野地区であるが,今回の調査では中野地区では確認できなかっ
た．美和地区で1雌を確認した．県内では，宮島町のような多産地もあるが，全県的には希少種である．
食餌植物はカエデ科のハウチワカエデ．
中野地区（'65,6,22.13菅川靖之採） 美和地区（'94,7,13.1早）
ヒョウモンモドキ M' " " " sco ios i ( z But l e l ･図版Ⅸ-D 標本比タテハー12～1･2 生態図版m-D･
E ･ F , W - I

芸北町の地勢や気候は本種の生息環境（湿地帯）に適しているため，産地や個体数とも多く，全国的に
も有名であった．しかし，生息環境の消滅や採集圧が高まり，芸北町産チョウ類の中で絶滅が危倶される
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1種である．また，次の記録は1966年から，最盛期に同地点で目撃した1日の頭数の推移である．
1966年：57頭，1974年：40頭，1991年：13頭1995年：5頭,幼虫は，湿地に自生するキセルアザミ（希
にタムラソウ，ノアザミ）を食べ，年1回，6月下旬頃から羽化出現し，7月下旬まで，湿原内のハンカ
イソウやノハナシヨウブ，周辺部のノアザミ，オカトラノオ，ヒヨドリバナなどで吸蜜する．また，湿っ
た地上に降りて吸水する個体も見られた．越冬態は幼虫．日本版レッドデータブックでは危急種に選定さ
れている．

雄鹿原地区（'62,7,14.7頭）芸北町域（'95,7,22.5頭）

サカハチチョウ A msch"" b"河α"ast7fgos(z Butler図版Ⅸ-E 標本Nb.タテハー13～1．2 生態図版
m - G

町内全域に分布するが，その産地や個体数は多くない．生息地は林縁や，川端などが多く，開けた草原
状の場所では目撃していない．幼虫は，イラクサ科のコアカソや，アカソを食べるが，その葉を綴じ合わ
せて巣を造る．また，春型と夏型とでは色彩・斑紋が異なり別種かと見紛うほどである．越冬態は蝿．
中野地区（‘65,6,24.1頭） 雄鹿原地区（'94,8,121頭）

ヒオドシチョウ M'"”伽αﾙjs """lo"""s j"0"'" (Stichel)図版Ⅸ-H 標本Nb.タテハー16～1
町内全域に分布するが，その産地は限られており，個体数も多くない．成虫は，6月上旬頃から羽化出

現するが，梅雨明けの頃から8月中旬頃までは目撃個体数も減少するそして，盆過ぎの秋風と共に再び

姿を見かける．幼虫は，庭に植栽されているウンリュウヤナギや，シダレヤナギ，ポプラなどを食べる．
また，成虫は，樹液を吸汁したり，湿った地上で吸水する．越冬態は成虫．
中野地区（'64,6,16,2頭）八幡地区（.95,7,9.1頭）

ヒメアカタテハ Qﾉ"""αc(z7tiz" (Linnaeus)図版X-A 標本NO,タテハー17～1
町内全域に広く分布するが，アカタテハより個体数は少ない．幼虫は，キク科のヨモギやハハコグサな
どの葉を綴じて巣を作る．食餌植物は上記の外，畑のゴボウの葉も食べる．成虫の出現期は6月上旬頃，

終見日の最も遅い記録は1965年11月13日.18.中野地区．
中野地区（'65,6,7.1頭） 中野地区（'93,7,20.1頭）
アカタテハ1/m"ssd j犯伽c(U (Herbst)図版X-E 標本恥タテハー18～1 生態図版Ⅲ-J･K
町内全域に広く分布し，各地で普通に見られる．食餌植物は，イラクサ科のカラムシ，ミヤマイラクサ
（全域）の外，八幡地区の峡谷部ではニレ科のケヤキの葉も食べていた．幼虫は食草の葉を綴じて巣を造
る．越冬態は成虫であるが，家屋に入ったものもあり，それらは暖房器具によって室内温度が上がると，
厳寒期でも飛び廻ることがある．
中野地区（'65,7,18.2頭）美和地区（'95,7,12.1旱）

イシガケチョウ（イシガキチョウ)XCw⑫s"s Myo"”as〃""""ote71sjs MatSumura図版X-c
南方系の蝶で，最近では沿岸部の広島市や浜田市で土着力轆認されるようになった．しかし，本州では
まだ珍チョウである．芸北町においても近年，「臥竜山にいた」「雲月山で見た」という情報はあったが今
回の調査で確認できた．1992年6月3日，中野地区で181早がアセビの周りで求愛ダンスを確認した．

この外にも筆者（桑原）は，八l幡地区で'92年6月に2頭を目撃している．
土橋地区（､92,6,12.1頭）
スミナガシ Dicho"tzgiα〃esi""cII"s7"s加陀s Fruhstorfer 図版X-D タテハー20～1
町内の3地区で目撃したが，個体数は少ない．食餌植物は，セセリチョウ科のアオバセセリと同じく標
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高によって異なり，低標高の場所ではアワブキ科のアワブキ，高標高では同科のミヤマハハソであった．
成虫は樹液や獣糞で吸汁するが，高温期には湿った地上などで吸水する個体を観察した．
中野地区（'65,8,1113.岡杖正一採，,65,8,24.1早.沖野完二採，、66,7,27.1＄藤野博之採，、66,8,2.1
8.谷口武文採）雄鹿原地区（'93,8,23.1頭）
コムラサキ A'""" "" sMl)s/""" Butlel･図版X-F 標本Nb.タテハー21～1･2
町内全域に分布するが，個体数は多くない．食餌植物は，ヤナギ科のネコヤナギと，庭に植えられたウ
ンリュウヤナギ，シダレヤナギ，ポプラなどである．幼虫は，樹幹のシワや枝の分岐部などで越冬し，6
月中旬頃より羽化出現する．樹液を吸汁したり，湿った地上で吸水しているのをよくみかけるが，これま

● ①

でのところ吸蜜するものは目撃していない．
中野地区（､65.7,8.2＄）美和地区（'95,7,12.18）

ジャノメチョウ科 Satyrid ae

ヒメウラナミジャノメ】伽加加αα7gMs Butlel･図版Ⅲ-A 標本NOジャー1～1
町内全域に広く分布し，野・山・庭と，いたるところで見られた．成虫は年2回の発生で，第1化は5
月下旬頃 第2化は7月中旬頃から羽化出現し，破損した個体は9月上旬にも見られた．
雄鹿原地区（､62,7,26.計3頭） 美和地区（'95,9,5.計3頭）
ウラナミジャノメ Y･〃"おcﾉ"I Istyi〃妙加"i" Murayama 図版n-B 標本NO.ジャー2～1･2
町内の産地は雄鹿原地区と中野地区に局限される．目撃回数も少ないため不明な点が多いが，初見日が
7月6日，終見日が8月5日であることから，年1化と推測される．
雄鹿原地区A ('62,7,26.3頭） 中野地区E ('93,7,23.1頭）

ジャノメチョウ M1710is dり)(ZS岬ﾙ""〃"" (MotsChulSky)図版XI -C 標本NOジャー3～1
町内全域に分布し，開けた草原などでは個体数が多い．本種は，やや陽性で，盛夏には明るい草原上を

波打ちながら飛翔する光景が観察された．訪花植物として確認したのは，ヒヨドリバナと，マツムシソウ
である．成虫は，年1回の発生で，7月上旬～8月下旬まで，年によっては9月中旬頃まで見られる．食
餌植物は，イネ科のススキ．
中野地区（'61,7,20.38）八幡地区（'95,9,7.2早）
ヒメキマダラヒカゲ " " " " " " " " " " s ( B u t l e r )図版Ⅲ-D 標本肋 .ジャー4～1

町内全域に広く分布し，ササの生える山や林でやや普通に見られる．幼虫は，チュウゴクザサなどを食
べる．5月下旬～9月中旬頃まで町内各地で目撃したがこの幼虫に寄生するハエがいるため，成虫は幼虫
に比べると個体数が少ない．’60年代に中野地区で屋内飼育をしたところ，発生のピークは6月上旬と8

月下旬の2回であった．越冬態は幼虫．
中野地区（'64,5,31.431旱）中野地区・美和地区（'93,7,23.3頭）

クロヒカゲ Let/ze ( I " " d"" (But ler)図版XI -E 標本NOジャー5～1･2
町内全域に広く分布し，ササの生える薄暗い林に普通に産する．成虫は，6月中旬～9月上旬頃までに
2回出現して，樹液やクリの花によく集まる．幼虫は，チュウゴクザサなどを食べ，地上の枯れ葉の間で

越冬する
雄鹿原地区（'62,7,26.2頭）八i勝地区（'95,9,7.23）
ナミヒカゲ（ヒカゲチョウ)    L sice"s (HewitSon)図版Ⅲ-D 標本Nb.ジャー7～1･2
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県内では平地や低山地に生息するが，場所によってはクロヒカケよりも多い場合もある．しかし，芸北
町では希で，今迄に，次の目撃記録があるだけである．
美和地区（､92,6,18.13）この個体は川端の竹林にいた．

オオヒカケノW"gl"(z sc"形"c侮れ(M§"et"6s)図版Ⅲ-G 標本NOジャー8～1

県内分布は限られているが，芸北町においてはほぼ全域に生息し，個体数も少なくない．食餌植物は，
湿地に自生するスケの1種（未同定）で，その葉先から食べ，斜めに伐ったような食跡を残す．越冬態は
幼虫 成虫は，7月中旬頃から湿地周縁部のブッシュなどに現われる．そして生き残った雌は9月中旬頃
にも見られた．

中野地区（'65,7,18.28）美和地区・八幡地区・中野地区（'95,9,7.計5頭）

ヤマキマダラヒカケノVCOpe〃ゆ加"c(z〃幼h0"jc(I Butler 図版Ⅲ-A 標本恥.ジャー9～1
1970年にヤマキマダラヒカゲとサトキマダラヒカケに細分されたが，それまではすべてキマダラヒカゲ

と1I乎称されていたため，本町関係の文献もその和名が記録されている．食餌植物については吉田(1993)
がクマイザサを報告している．

中野地区（'65,5,8.1頭）八I幡地区（'93,7,29.1頭）
サトキマダラヒカゲ Ⅳ.gりscIzﾙe""sch〃(Menetries)図版XI -B 標本NOジャー10～1
県内各地に分布する普通種で,芸北町内でも多産する.成虫は，5月中旬～8月上旬頃までに2回のピー
クが見られた．花に集まった個体は見ていないが，樹液にはよく集まる．また，夜間はたき火や灯火にも

飛来する．
中野地区（‘65,5,16.1頭）美和地区（'95,9,5.1頭）
ヒメジヤノメ MycIzIesis gwα”α〃g"" Fruhstorfer図版XI-F 標本Nb.ジャー11～1
町内全域に広く分布し，草原，川土手，林縁，民家の庭先など，いたるところで普通に見られた．食餌
植物はイネ科のエノコログサ．成虫は，6月中旬～8月中旬頃までに現われ,樹液を吸汁する個体や，腐っ
たl､マトに集まる個体を目撃した．越冬態は幼虫．
中野地区（､65,6,16.1 3)八1幡地区('9519,7.1頭）
ヒメヒカゲ Cbe'""'""Iz(z oc(IW)ﾙIS (Z7℃j"伽s Okada et Torii図版XU-E 標本NOジャー13～1･2
全国的にも減少傾向が強く，中部地方に産する亜種は『レッドデータブック』で希少種とされている．
芸北町内では，、60年代には産地も多く，個体数も多かったが，今回の調査で目撃したのは中野地区1カ
所のみであった．
中野地区('60,7,26.3頭）雄鹿原地区('62,7,15.7頭）八幡地区(､62,7,26.多数）中野地区('93,7,23.1頭）

ウスイロコノマチョウ※ MCI"""s le"  (Linnaeus)図版XI -G

この蝶は南方系のため本土（広島県を含む）での採集例が少ない蝶であったが，1991年8月に，呉市の
伊藤 弘氏によって八幡地区で1頭採集された．これは芸北町初記録であるし，山県郡内でも加計，戸河
内に次いで3頭目の記録である．

クロコノマチョウ※M. """" o"ellsis Matsumul･a 図版XI -H生態図版Ⅳ-E
この蝶も南方系であるため本土での採集例は比較的少ない芸北町では初記録である．1991年9月22日，

林床に降りていた2頭を八'幡地区で発見して撮影した．幼虫の食餌植物として他の地方ではオオアブラス
スキを食べることが知られているが，その食草が現場付近に群生していたので，卵や幼虫を探したが，時
期外れであったのか発見に至らなかった．食草や周年経過等は今後解決すべき課題である．
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既知種のなかで，今回の調査で未発見のチョウについて

セリチョウ科 Hesperiidae
キバネセセリ B鋤asis a9""2(z cIz7ys"g"α(Butler)図版I-C
芸北町の分布は局地的で，個数数も少ない．1964年の初記録以降今までの記録は次の通りである．食餌
植物はウコギ科のハリギリ（センノキ)雄鹿原地区を除く他の3地区で目撃・採集されている．
中野地区（'64,7,16.18）学校の残飯捨場

〃（ ' 6 4 , 7 , 2 2 . 1 9） 同上
八幡地区（'65,7,29.13）リヨウブの花上

中野地区（'76,7,232頭.上手新一採）
〃（'76,8 ,2 .1頭． 〃 ）
〃（ ' 7 7 , 7 , 2 8 1頭 〃 ）

〃（'77,8 ,7 .1頭． 〃 ）
美和地区（'77,8,241旱）学校の男子便所

中野地区（'88,8,7.1頭.上手新一採）

ホシチャバネセセリ A"り肌αc"s """s """s (Menetries)図版1-N
八幡地区を除く他の3地区で採集・目撃しているが，生態・習性等は未確認．
雄鹿原地区（'62,8,31.1頭）
中野地区（'65,8,1.13）
美和地区（'65,8,9.1頭）

中野地区（'65,8,15.28）
中野地区（'66,8,4.3＄）

この記録を見る限り中野地区で確認回数が多く，雄鹿原地区と美和地区は少ないまた八幡地区では確
認されなかった．筆者（宮川）は当時中野地区に居住し，休日を利用してバスと徒歩で採集をしたため，
遠方やバス便の悪い地区へはあまり行けなかったことが，確認場所と関係しているものと推測される．

シロチョウ科 Dieridae

ツマグロキチョウ E郡形"zaJα"(z I)2"lesb(z (Janson)図版Ⅳ-H
これまでに記録されているのは，八幡地区と中野地区である．
中野地区（'64,4,21.1頭）

中野地区（､65,8,15‘2頭）
中野地区（､66,4,28.18）
中野地区（'66，9，5281旱と1卵）

この中野地区Hは手入れ不足で林に戻り,Eは駐車場になっている．食餌植物はマメ科のカワラケツメ
イで，越冬態は成虫

エゾスジグロシロチョウ Pic"s 71"i ./"01"" Shir6zu 図版Ⅳ-D.
町内唯一の産地が美和地区にあったが，その産地は，現在，残土捨て場となっており，食餌植物であっ

たアブラナ科のスズシロソウも、エゾスジグロシロチョウも今回の調査で確認できなかった．
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美和地区('65,5,12.1 9)

シジミチョウ科 Lycaenidae
ウスイロオナガシジミ A泥"gj2js l)""271 6秘"'" (Fenton)図版V-F
本町で採集・目撃されたチョウの中で，その頭数が極めて少ない種の一つである．雄鹿原地区で1972年
5月にカシワの木で幼虫2個体採集した．現在は生息環境が激変している．食餌植物はブナ科のカシワ．

本県の他の町村では，卵で越冬することが知られている．

カラスシジミSt7y"20}"" 1り-(zI""1 /bj@toj" (Butler)図版Ⅵ-1
本種の採集例も極めて少ない この蝶も希で，これまでに八幡地区だけで記録されている．
八幡地区F  ('65,6,30.1f)

採集したのはウツギの花で吸蜜中の個体である．その後暫くして再調査を実施したが，食餌植物のハル
ニレ（ニレ科）は伐採され，蝶の姿も見えなくなった．
キマダラルリツバメ 耽れd(zsis ""7101"s畑ﾙ"""s (Matsumura)図版Ⅵ-L
県内で唯一八幡から報告されている．その後多くの人が再調査を試みているが，今のところ朗報を聞か
ない．『日本版レッドデータブック』では希少種．

八幡地区（'75,7,27.13.清水健一採）

クロシジミ M""〃“ん1s" (Brelllel･ et Grey)図版WI-C
町内で唯一八幡から報告されている．『日本版レッドデータブック』では希少種．
八幡地区（'62,7,20.1早）

タテハチョウ科 Nympalidae
キタテハ PりりgO"" c- """j"1 (Linnaeus)図版Ⅸ-F
県内の平地や低山地でやや普通に産するところもあるが，芸北町内では希種である．
中野地区（'64,6,7.1＄）

ゴマダラチョウ雄s"11(zjα伽I"" (C. et R. Felder)図版X-B
芸北町に隣接する金城町や，戸河内町・加計町・豊平町・大朝町では必ずしも希ではないが，本町では

次の記録が唯一のものである．
美和地区の標高900 m付近('80,6,29.1旱.上手新一採）
オオムラサキ Sasaﾙj(z c/z""" (Hewitson)図版X-G生態図版Ⅳ-H
『日本版レッドデータブック』では希少種．ゴマダラチョウと同じニレ科のエノキやエゾエノキを食べ

るが本町では食草は未確認．前記隣接の5町では成虫も，幼虫も採集されているが，本町の場合は成虫の
みの記録で，中野地区に限られている．

’60,7,26.13 松の幼木に静止していた
'65,7,14.1 3 飛翔中

’65,7,30.1＄谷口武文採，クヌギの樹液で吸汁中
’ 6 5 , 8 , 4 . 1 早 谷 口 武文採，同上
このように成虫ばかりで，幼虫も食樹も発見されていないので土着しているか否か疑問である．
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ジャノメチョウ科 Satyrid ae

クロヒカゲモドキ Le"ze肌α廻航α"s (Motschulsky)図版XI -F
全県的にも局地的な分布を示す蝶であるが，芸北町の記録も次の一例のみである．しかし，似た環境は

他にもあるので，今後の精査が待たれる．
雄鹿原地区（'61,7,27.1旱）

コジャノメ My"lesis /iw"isc(z """" Hewitson 図版XI-c
同属のヒメジャノメに酷似しているが，芸北町では，前種は普通種で，本種は希少なチョウである．
八I勝地区（'67,6,3.1旱）
この記録が唯一のもので，今後精査してみる必要がある．

参 考 文 献
朝比奈正二郎・他 1988 動植物分布調査報告書（チョウ類）環境庁
上手新一 1988 高標高のゴマダラチョウ広島虫の会会報 74：57

1988 キバネセセリの一産地広島虫の会会報 74：64

桑原良敏 1973 シジミチヨウ類の分布資料広島虫の会会報 95：91
後藤孝彦・他 1986 臥竜山麓公園（仮称）地域の環境調査報告書広島県
白水隆 1965 原色図鑑日本の蝶 265pp .北隆館
原田樹雄 1994 広島県産のチョウ類の分布記録比婆科学 70：17～53
広島虫の会 1982 広島県のチョウ 208pp .中国新聞社
藤岡知夫 1975 日本産蝶類大図鑑 312pp .講談社
吉田公彦 1993 ヤマキマダラヒカケの幼虫を採集広島虫の会会報 46：16
渡部泰明 1970 臥竜山でウラキンシジミを採集広島虫の会会報 32：4

1 995年9月9日受付: 1995年12月20日受理

生 態 図 版 I

アオバセセリ幼虫 1989年6月27日撮影雄鹿原地区

アオバセセリ1989年9月17日撮影雄鹿原地区

ホソバセセリ 1988年7月29日撮影中野地区

オオチヤバネセセリの交尾 1991年7月9日撮影中野地区
コキマダラセセリ8  1991年7月3日撮影中野地区

ウスバシロチヨウギ 1988年6月5日撮影美和地区

アオスジアケハ 1991年7月25日撮影雄鹿原地区

オナガアケハ8  1994年5月16日撮影雄鹿原地区
カラスアケハ 3 1 9 9 1 年 7 月 1 9 日 撮影美和地区

図版 1
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生態図版Ⅱ

スジボソヤマキチョウ91990年9月10日撮影中野地区

モンキチヨウ9 1 9 8 8年 8月2日撮影八幡地区

ミドリシジミの卵 1991年9月11日撮影八幡地区

アカシジミ1992年7月27日撮影中野地区
ミズイロオナガシジミ1991年7月11日撮影雄鹿原地区
ウラナミアカシジミ1992年7月6日撮影美和地区
メスアカミドリシジミ幼虫飼育羽化 1 992年5月9日撮影メスアカミドリシジミ幼虫飼育羽化 1 992年5月9日撮影美和地区
ヒサマツミドリシジミ早飼育羽化 1992年5月28日撮影芸北町域

トラフシジミ春型 1992年6月3日撮影雄鹿原地区

オオミドリシジミ8 1992年7月13日撮影中野地区
フジミドリシジミ8飼育羽化 1989年5月14日撮影芸北町域

ゴイシシジミの交尾 1 993年7月16日撮影中野地区

ルリシジミ19 9 2年5月9日撮影美和地区
ヒメシジミ 1 9 9 1 年 7 月 3 日 撮影中野地区
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図 版 3
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生態図版Ⅲ

アサギマダラ 1992年7月31日撮影雄鹿原地区
オオウラギンスジヒヨウモンの交尾 1 992年8月4オオウラギンスジヒヨウモンの交尾 1 992年8月4日撮影雄鹿原地区
ウラギンヒヨウモン1991年7月8日撮影中野地区
ヒョウモンモドキ(大)とヒメシジミ(小)の吸蜜1992年撮影 芸北町域
吸蜜するヒョウモンモドキ8旱1991年撮影芸北町域
食草葉裏のヒョウモンモドキの卵塊 1 993年撮影芸北町域
サカハチチヨウ春型 1992年5月9日撮影美和地区
ツマグロヒヨウモン8 1992年7月6日撮影中野地区
アカタテハ 1991年10月2日撮影美和地区

アカタテハの幼虫 1991年9月14日撮影八1勝地区
ルリタテハの幼虫 1991年7月24日撮影美和地区

ルリタテハ 1 989年7月9日撮影雄鹿原地区
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図 版 4

イシガケチョウ（イシガキチョウ）

生態図版Ⅳ

スミナガシ 1993年8月23日撮影雄鹿原地区
ジヤノメチヨウの交尾 1991年8月4日撮影ンヤノメチョウの交尾 1991年8月4日撮影中野地区

オオヒカケ（上と下）とヤマキマダラヒカゲ（中） 19オオヒカケ（上とl､ノとヤマキマダラヒカケ（中） 1993年7月28日撮影八幡地区
クロコノマチョウ1991年9月22日撮影八幡地区
ヤマトシジミ （町外）

ウスイロオナガシジミ飼育羽化 1991年6月17日
オオムラサキ3 （町外）
ヒョウモンモドキなどが産する湿地 1991年7月3日撮影芸北町域

(町外）
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図 版 5

図 版 I セ セ リ チ ョ ウ 科

A:コキマダラセセリ8(左)  1967年7月10日採集雄鹿原地区セセリ9～1
〃 クギ ( 右 ） セ セ リ 9 ～ 2

B:キマダラセセリ1991年6月8日採集美和地区セセリ11
C:キバネセセリ1 965年7月29日採集八幡地区セセリ4
D:ヘリグロチヤバネセセリ1 966年7月21日採集中野地区セセリ8
E:アオバセセリ1 967年8月8日採集中野地区セセリ3
F:ミヤマセセリ8(左)  1966年5月9日採集中野地区 セセリ1～1

旱(右）1965年5月16日採集 中野地区 セセリ1～2
G:スジグロチヤバネセセリ8(右)  1966年8月4日採集中野地区セセリ7～l

早(左）1976年8月6日採集美和地区 セセリ7～2
HWダイミョウセセリ1967年7月10日採集雄鹿原地区セセリ2
I:オオチャバネセセリ1991年6月29日採集中野地区セセリ13
J:イチモンジセセリ1966年8月29日採集中野地区セセリ16～1
K:ヒメキマダラセセリ8(左)  1987年7月6日採集雄鹿原地区セセリ10～1

〃早 ( 右 ） 雄 鹿 原地区 セ セ リ 1 0 ～ 2
L(左):イチモンジセセリ表 1 966年8月29日採集 中野地区 セセリ16～2
L(右):ミヤマチャバネセセリ裏1961年7月28日採集雄鹿原地区 セセリ15～1
M:ホソバセセリ1 966年7月25日採集中野地区セセリ6
N:ホシチャバネセセリ1 965年8月1日採集中野地区セセリ5
0:ミヤマチャバネセセリ1961年7月28日採集雄鹿原地区セセリ15～1
P？コチャバネセセリ 1991年7月13日採集雄鹿原地区セセリ12

- 1 9 ( ） 一
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図 版 6
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図版Ⅱ アケハチョウ科(1)

ウスバシロチョウ91991年5月20日採集中野地区 アゲハ1～1
〃 芋 1 9 6 4年5月2 1日採集中野地区アケハ1～2

ナミアゲハ(アゲハ・アゲハチョウ）3 1965年7月24日採集中野地区
〃 ¥ 1 9 6 6年5月8日採集中野地区

キアゲハギ 1965年10月26日採集中野地区 アゲハ3～2

〃 9 1 9 6 8 年 5 月 1 8 日採集中野地区 アケハ 3～ 1

アオスジアゲハ 1 9 6 4年6月7日採集八幡地区 アゲハ2
オナガアゲハ $ 1 9 6 5 年 6 月 4 日 採集中野地区アゲハ 5 ～ 1
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図 版 Ⅲ アゲハ チ ョ ウ 科 ( 2 )

A : オナガアゲハ旱 1 9 6 5年 6月 5日採集中野地区 アゲハ5～2
B : ク ロアゲハ 3 1 9 6 5 年 6 月 2 日採集中野地区アゲハ 6～ 1

C :モンキアゲハ 1 964年8月10日採集中野地区 アケハ7
D :クロアゲハ3  1993年8月23日採集雄鹿原地区 アゲハ6～2

E :ミヤマカラスアゲハ夏型芋1965年7月14日採集中野地区 アゲハ〔

F : 〃 春 型 3 1 9 9 1 年 5 月 2 3 日 採集雄鹿原地区アケノ

G:カラスアゲハ春型8  1991年5月23日採集雄鹿原地区 アゲハ8～1
H : 〃 夏 型 旱 1 9 6 6 年 7 月 2 8 日 採集中野地区アケハ 8 ～ 2

ア ゲ ハ 9 ～ 2

ア ゲ ハ 9 ～ 1
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図 版 8
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図版Ⅳシロチョウ科・マダラチョウ科(G)・テングチョウ科(I )

ロチョウ 1991年6月26日採集美和地区シロ1～1

スングロンロチョウ星型 ( 左 )  1 9 6 7 年 8 月 4 日 採集中野地区シロ 7 ～ 2

春型(右)  1967年4月27日採集中野地区 シロ7～1
エゾスジグロシロチヨウ春型(左）1965年5月12日採集美和地区シロ8

F

，

C

E

モ ン シロチヨウ 1 9 9 1 年 6 月 2 6 日 採集美和地区シロ 1 ～ 1

モンキチヨウギ(左）1991年6月26日採集 美和地区 シロ4～1
〃8 ( 右 ） 美 和 地区 シ ロ 4 ～ 2

スジグロシロチヨウ夏型(左)  1967年8月4日採集中野地区 シ

エソスンクロンロナヨワ春型 ( 左 ノ 1 9 6 5 年 5 月 1 2 日 採集美和地区シロ 8 ～ 1

夏型(右)  1966年6月24日採集 美和地区 シロ8～2
ツマキチョウ9(左）1965年5月2日採集 中野地区 シロ5～1

早(右）1966年5月5日採集 中野地区 シロ5～2
スジボソヤマキチョウ＄(左）1965年8月10日採集中野地区 シロ3～l

早(右)  1967年9月15日採集中野地区 シロ3～2
アサギマダラ19 9 0年9月1 1日採集雄鹿原地区マダラ1～1

ツマグロキチョウ3(左)  1967年8月4日採集 中野地区 シロ2～1
旱(右）1967年9月15日採集 中野地区 シロ2～2

テングチョウ 1 9 9 1年 6月8日採集美和地区テング1～1

キチヨウ9(左)  1967年5月21日採集 中野地区 シロ1～1

8(中)  1991年6月29日採集 中野地区 シロl～2
旱 (右）1967年9月15日採集中野地区 シロ l～3
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図版Vシジミチョウ科(1 )

ムラサキシジミ＄(左）1967年8月24日採集 中野地区 シジミ1～1
〃早 ( 右 ） 中 野 地区 シ ジ ミ 1 ～ 2

ウラキンシジミ表(左）1991年7月20日採集雄鹿原地区 シジミ2～1

裏(右）1980年6月4日飼育羽化 八幡地区 シジミ2～2
アカシジミ表(左）1978年6月11日飼育羽化中野地区 シジミ3

裏(右）（町外）
ウラナミアカシジミ表(左）1972年7月20日採集雄鹿原地区 シジミ4～1

裏(右）1961年7月28日採集 雄鹿原地区 シジミ4～2
ミズイロオナガシジミ表(左）1991年7月3日飼育羽化中野地区シジミ5

ダイセ ン シ ジ ミ （ ウ ラ ミ ス ジ シ ジ ミ ） 表 ( 左 ） 1 9 6 6 年 7 月 2 2 日 採 集 中 野 地 区 シ ジ ミ 7 ～ 1

裏(右）1992年7月14日採集八幡地区 シジミ7～2
ウラクロシジミ8(左）1966年7月4日採集 中野地区 シジミ8～1

旱(右）1967年7月6日採集 中野地区 シジミ8～2
アイノミドリシジミ旱(左)  1970年6月11日飼育羽化中野地区 シジミ1l～2

9(右）1969年6月19日採集中野地区 シジミ11～1
ミドリシジミ旱4型上左(A型)  1966年7月22日採集 中野地区 シジミ9～3

ヶ上 右 ( B 型 ） 採 集 中 野 地区 シ ジ ミ 9 ～ 4
下左(AB型)  1963年6月27日採集 美和地区 シジミ9～5

下右(O型)  1966年7月22日採集 中野地区 シジミ9～2

ハヤシミドリシジミ$(左）1978年6月23日飼育羽化美和地区 シジミ16～1

旱(右）1961年7月28日採集雄鹿原地区 シジミ16～2

メスアカミドリシジミ8(左）1979年5月31日飼育羽化美和地区 シジミ10～1
旱 (右）197 5年5月9日飼育羽化美和地区シジミ10～2

I

L

A

，

ミ ス イ ロ オ ナ ガ シ ジ ミ 表 ( 左 ） 1 9 9 1 年 7 月 3 日 飼 育 羽 化 中 野 地 区 シ ジ ミ 5 ～ 1

裏 (右）1977年7月11日採集雄鹿原地区 シジミ5～2
ウスイロオナガシジミ表(左）1972年6月24日飼育羽化雄鹿原地区 シジミ6

裏(右） （町外）

ダイセンシジミ（ウラミスジシジミ)表(左）1966年7月22日採集中野地区シジ
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図版Ⅵシジミチョウ科(2 )

A :ヒサマツミドリシジミ9 (左） 芸北町

旱(右)  1992年5月28日飼育羽化芸北町 シジミ12～2
B:フジミドリシジミ8(右)  1968年6月12日飼育羽化 中野地区 シジミ3～1

〃早 ( 左 ） 飼育羽化 中 野 地区 シ ジ ミ 1 3 ～ 2
C:オオミドリシジミ3(左)  1967年6月19日採集 中野地区 シジミ14～l

早(右）1972年5月29日飼育羽化 中野地区 シジミ14～2

D:ジョウザンミドリシジミ8(左)  1967年6月10日飼育羽化 中野地区 シジミ11

早(右)  1969年6月16日飼育羽化 中野地区 シジミ11
E:エゾミドリシジミ3(左)  1969年6月11日飼育羽化雄鹿原地区 シジミ15～l

早(右）1969年6月22日飼育羽化 雄鹿原地区 シジミ15～2

F:ミドリシジミ8(左)  1966年7月11日採集 中野地区 シジミ9～1

早(右）1966年7月22日採集 中野地区 シジミ9～2
G:トラフシジミ表春型(左)  1966年5月26日採集 美和地区 シジミ18～1

夏型(右）1965年7月19日採集 中野地区 シジミ18～2
H:トラフシジミ裏夏型(左)  1965年7月19日採集 中野地区 シジミ18～2

春型(右）1966年5月26日採集 美和地区 シジミ18～1

1:カラスシジミ表(左)  1965年6月30日採集八幡地区 シジミ19

裏 (右）鹿児島県産

』？ミヤマカラスシジミ表(左)  1966年7月21日採集 中野地区 シジミ20～1
〃裏 ( 右 ） 中野地区 シ ジ ミ 2 0 ～ 2

K : コツバメ 1 9 6 5年 5月 8日採集中野地区シジミ2 1～ 1

L:キマダラルリツバメ表(左）鳥取県産
裏(右） 〃
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A

B

C

，

F

H

I

E

G

K

スギ タニルリシジミ 8 ( 左 )  1 9 6 5 年 4 月 2 9 日 採集美和地区シジミ 3 0 ～ 1

〃早 ( 右 ） 美和地区 シ ジ ミ 3 0 ～ 2
サツマシジミ普通サイズ(左)  1991年6月29日採集 中野地区 シジミ31～1

ミニサイズ(右）1980年8月2日採集 八幡地区 シジミ31～2

ツバメシジミ8(左）1966年8月12日採集中野地区 シジミ32～1

早(右）1966年9月15日採集 中野地区 シジミ32～2
ヒメシジミ＄(左）1976年6月27日採集 美和地区 シジミ33～1

旱(右)  1976年7月14日採集 美和地区 シジミ33～2

ウラギンシジミ9(左)  1966年9月10日採集 中野地区 シジミ34～1
〃早 ( 右 ） 中 野 地 区 シ ジ ミ 3 4 ～ 2
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図版Ⅷタテハチョウ科(1 )

オオウラギンスジヒョウモン9  1971年7月21日採集八幡地区 タテハ2ヘ
ギ 1965年7月9日採集中野地区 タテハ2へ〃

ミドリヒョウモン＄(左）1964年6月20日採集 中野地区 タテハ3～1
早(右）1965年7月8日採集美和地区 タテハ3～2
黒化型早 1 966年6月26日採集雄鹿原地区 タテハ3～3〃

クモガタヒョウモン8(左）1966年6月25日採集 中野地区 タテハ4～1
早(右）1967年7月6日採集 中野地区 タテハ4～2

メスグロヒョウモンギ(左）1967年6月26日採集雄鹿原地区 タテハ5～2
8(右）1965年7月9日採集 中野地区 タテハ5～1

ウラギンヒョウモン3(左）1966年6月27日採集中野地区 タテハ6～1
旱(右）1965年7月6日採集 中野地区 タテハ6～2

ツマグロヒョウモン早(左）1965年9月21日採集中野地区 タテハ7～2
9(右）1965年7月14日採集 中野地区 タテハ7～1
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図 版 Ⅸ タ テハ チ ョ ウ 科 ( 2 )

ヒ ョ ウモンモドキ 8 ( 左 )  1 9 6 1 年 7 月 1 0 日 抹集芸北町域タテハ 1 2 ～ 1

〃早 ( 右） 1 9 6 7 年 7 月 4日採集 タテハ 1 2 ～ 2
サカハチチヨウ春型(左）1966年5月8日採集中野地区 タテハ13～1

夏型(右）1966年7月29日採集 中野地区 タテハ13～2
キタテハ 1 9 6 4年6月7日採集中野地区タテハ14～1

ルリタテハ 1965年6月24日採集中野地区 タテハ15～1

ヒオドシチョウ 1 9 7 9 年 8 月 1 3 日 採集美和地区タテハ 1 6 ～ 1
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図 版 X

C

ヒメアカタテハ 1965年6月7日採集中野地区 タテハ17～1

ゴマダラチョウ春型(左） （町外）
夏型(右） 〃

イシガケチョウ（イシガキチョウ）3(左） （町外）
早(右） 〃

スミナガシ 1965年8月11日採集中野地区 タテハ20～1

アカタテハ 1 965年9月4日採集中野地区 タテハ18～1
コムラサキ3(左）1966年8月10日採集中野地区 タテハ21～1

〃早 ( 右 ） 中 野 地区 タ テハ 2 1 ～ 2
オオムラサキ芋 飼育品（町外）

〃 $ 飼 育 品 （ 町 外 ）

タテハチョウ科(3)

1965年6月7日採集Ａ
Ｂ

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ
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図 版 、 ジャノメチョウ科 ( 1 )

ヒメウラナミジヤノメ 1967年8月10日採集中野地区ジャ1～1

ウラナミジヤノメ表(左）1967年8月10日採集 中野地区 ジャ2～1
裏(右）1967年7月4日採集 中野地区 ジャ2～2

ジヤメチヨウ 1967年7月29日採集中野地区ジャ3～1

ヒメキマダラヒカケ 1 9 7 6年8月6日採集雄鹿原地区ジャ4～1

クロヒカケ表(左）1965年9月4日採集 中野地区 ジャ5～l
裏(右)  1965年8月22日採集中野地区ジャ5～2

クロヒカケモドキ 1961年7月27日採集雄鹿原地区ジャ6～1
オオヒカケ 1 9 6 7 年 8 月 1 6 日 採集中野地区ジャ 8 ～ 1
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図 版 皿

E

ヤマキマダラヒカケ 1 9 6 5年5月8日採集中野地区ジヤ9～1
サトキマダラヒカケ199 1年8月4日採集美和地区ジヤ10～1

コジヤノメ 1 9 6 7年6月3日採集八幡地区ジヤ12～1

ナミヒカケ(ヒカケチョウ)表(左） ジャ7～1

裏(右） ジヤ7～2

ヒメヒカケ表(左）1978年7月5日採集中野地区ジヤ13～1
ヶ裏 ( 右 ） 中 野 地 区 ジ ヤ 1 3 ～ 2

ヒメジヤノメ 1967年6月11日採集中野地区ジヤ11～1

ウスイロコノマチョウ （宮崎県産）
ク ロ コ ノ マ チ ョ ウ 飼 育 品 （ 宮 崎 県 産 ）

ジャノメチョウ科 ( 2 )

ケ 1965年5月8日採集Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
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Ｇ
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